
Ｃ－１３０輸送機による人員降下訓練におけるパラシュートの 
落下について（要請） 

 
平成３１年１月８日及び同月９日、横田基地所属のＣ－１３０輸送機による人

員降下訓練中に、メインパラシュートが機能せず予備パラシュートを使用して着

地するという事故が２日続けて発生した。また、９日の事故においてはデプロイ

メントバックが未だ発見されておらず、基地外への落下も懸念される。 

横田基地は、人口が密集した市街地に所在しており、周辺住民は、基地の運用

による航空機騒音や、いつ発生するか分からない事故に不安な毎日を送っている

中で、一歩間違えれば人命に関わる重大な事故につながる事案が連日発生したこ

とは、極めて遺憾である。 

本件については、直ちに東京都と横田基地周辺市町で構成する「横田基地に関

する東京都と周辺市町連絡協議会」から国及び米軍に対して、徹底的な原因究明

や再発防止策が講じられるまでの訓練中止などの要請を行ったところであるが、

本事案は周辺住民に大きな不安を与えるものであることから、横田基地周辺市町

で構成する「横田基地周辺市町基地対策連絡会」としても、次のとおり強く要請

する。 

 

１ 度重なる事故について徹底的な原因究明を行うとともに、再発防止策が講じ

られるまで人員降下訓練を実施しないこと。 

２ 事故原因及び再発防止策に関する情報を関係自治体に速やかに提供し、説明

すること。 

３ 基地の運用に当たっては、周辺住民に不安を与えることのないよう細心の配

慮をし、安全対策を徹底すること。 

 
 平成３１年１月１０日 
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